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論理パーティションの概要
論理パーティショニングを使用すると、コールの分離に関する規制要件を満たす一方で、単一の

システム上で PSTNとVoIPのコールをサポートできます。たとえば、インドの規制の制約の下で
は、外部電話機で送受信されたすべてのコールは、接続の完全な長さに応じたローカルまたは長

距離のサービスプロバイダーによって送受信される必要があります。発信者の所在地と電話番号

に従って PSTNまたは VoIPネットワークに適切にコールをルーティングする単一の Unified
Communications Managerクラスタを作成することができます。

論理パーティション設定では、どの VoIPデバイスが相互に通信できるかを定義します。ユーザ
は、1本の PSTNと 1回線を使用して VoIPを使用していることを覚えておく必要はありません。
オフネットコールを行う電話機は、PSTNゲートウェイとのみ通信することができます。VoIPお
よびPSTNコールを個別に処理するために2つのネットワークを用意するのと似ていますが、デュ
アルインフラストラクチャの費用はかかりません。

論理パーティションの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

論理パーティションの有効化論理パーティションの有効化（2ペー
ジ）

Step 1

地理位置情報を設定するのは、ロケーショ

ンの定義とそのデバイスへの割り当ての2
地理位置情報の設定（3ページ）を行う
には、次のサブタスクを実行します。

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

段階のプロセスです。また、クラスタ内の

全デバイスが使用するデフォルトのロケー

ションを設定できます。

•地理位置情報の作成（3ページ）
•地理位置情報の割り当て（4ペー
ジ）

•デフォルトの地理位置情報の設定（
4ページ）

位置情報または位置情報フィルタに関連付

けられていないデバイスのデフォルトポリ

論理パーティション分割のデフォルトポ

リシーの設定（5ページ）
Step 3

シーを設定します。このポリシーでは、こ

れらのデバイス間のPSTNコールを許可ま
たは拒否します。

デバイスとデバイスプールをパーティショ

ニングチェックから特に除外できます。

論理パーティションのチェックを回避する

ためのデバイスの設定（5ページ）
Step 4

論理パーティショニングでは、ロケーショ

ンに基づいて、各デバイスに一意の IDを
地理位置情報フィルタの設定（6ペー
ジ）を行うには、次のサブタスクを実行し

ます。

Step 5

割り当てます。1つのデバイスが別のデバ
イスをコールすると、コールを許可するか•地理位置情報フィルタルールの作成

（6ページ） どうかと、ルートが適切であるかを判別す

るために、これらの IDを使用します。こ
•地理位置情報フィルタの割り当て（
7ページ）

の識別子の作成に使用するフィールドを選

択できます。たとえば、ビルディング内の
•デフォルトの地理位置情報フィルタの
設定（8ページ）

部屋またはフロアに応じて異なるポリシー

を適用できます。

地理位置情報中のコールを許可または拒否

するための論理的なパーティショニング

一連の論理パーティション分割ポリシー

レコードの定義（8ページ）
Step 6

ポリシーのセットを定義します。地理位置

情報間のコールの続行が許可される前に、

システムはこれらのポリシーに基づいて指

定された地理位置情報間でコールが許可さ

れていることを確認します。

デバイスに関する位置情報をクラスタ間で

伝達する必要がある場合は、ロケーション

伝達を設定します。

（任意）ロケーション伝達の有効化（9
ページ）

Step 7

論理パーティションの有効化

論理パーティション分割機能を有効化するには、この手順を使用します。

論理パーティション分割の設定
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手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

Step 2 [論理パーティションを有効にする（Enable Logical Parititioning）]エンタープライズパラメータの
ドロップダウンリストから [True]を選択します。

Step 3 [保存]をクリックします。

地理位置情報の設定

地理位置情報を設定するのは、ロケーションの定義とそのデバイスへの割り当ての 2段階のプロ
セスです。また、クラスタ内の全デバイスが使用するデフォルトのロケーションを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報を指定するには、地理的な場

所を設定します。この情報は、デバイスを

地理位置情報の作成（3ページ）Step 1

論理パーティション分割などの規制機能と

関連付けるために使用されます。地理位置

情報は、国内の規制など、ポリシーの判断

で使用されます。

デバイスまたはデバイスプールに地理位

置情報を割り当てます。

地理位置情報の割り当て（4ページ）Step 2

このクラスタ内のすべてのデバイスとデバ

イスプールのデフォルトの地理位置情報を

指定します。

デフォルトの地理位置情報の設定（4
ページ）

Step 3

地理位置情報の作成

システムのデバイスに割り当てる地理位置情報を作成するには、次の手順を使用します。論理パー

ティションには地理位置情報を使用できます。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [地理位置情報の設定（Geolocation
Configuration）]を選択します。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 地理位置情報の [名前（Name）]を入力します。

論理パーティション分割の設定
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Step 4 [地理位置情報の設定（GeolocationConfiguration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィー
ルドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

Step 6 さらに地理位置情報を作成するには、この手順を繰り返します。

地理位置情報の割り当て

デバイスまたはデバイスプールに地理位置情報を割り当てます。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

Step 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし
ます。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し

ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加]をクリックします。デバ
イスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]を
クリックします。

Step 3 地理位置情報ドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。

Step 4 [保存]をクリックします。

デフォルトの地理位置情報の設定

このクラスタ内のすべてのデバイスとデバイスプールのデフォルトの地理位置情報を指定します。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

Step 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

Step 3 [保存]をクリックします。

Step 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

論理パーティション分割の設定
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Step 5 （任意）特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要があ

る場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに値を入力し、[保存（Save）]をクリックします。

論理パーティション分割のデフォルトポリシーの設定

位置情報または位置情報フィルタに関連付けられていないデバイスのデフォルトポリシーを設定

します。このポリシーでは、これらのデバイス間の PSTNコールを許可または拒否します。

手順

Step 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [論理パーティショ
ン分割ポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]を選択します。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 [論理パーティション分割ポリシーの設定（Logical PartitioningPolicyConfiguration）]ウィンドウで
各フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラ

インヘルプを参照してください。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

値の [許可（Allow）]が含まれていたポリシーの値が、後で [拒否（Deny）]に変更され
た場合、そのポリシーは [拒否（Deny）]のままになります。逆も同様です。前に [拒否
（Deny）]に設定されていて、後で [許可（Allow）]に変更されたポリシーは、[許可
（Allow）]になります。[Cisco Unified Reporting] > [地理位置情報ポリシーレポート
（Geolocation Policy Report）]を使用して、重複するポリシーを特定できます。

（注）

論理パーティションのチェックを回避するためのデバイスの設定

デバイスとデバイスプールをパーティショニングチェックから特に除外できます。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

Step 2 次のいずれかの操作を実行します。

論理パーティション分割の設定
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•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし
ます。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し

ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加]をクリックします。デバ
イスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]を
クリックします。

Step 3 地理位置情報ドロップダウンリストから、未指定を選択します。

Step 4 [保存]をクリックします。

地理位置情報フィルタの設定

論理パーティショニングでは、ロケーションに基づいて、各デバイスに一意の IDを割り当てま
す。1つのデバイスが別のデバイスをコールすると、コールを許可するかどうかと、ルートが適
切であるかを判別するために、これらの IDを使用します。この識別子の作成に使用するフィール
ドを選択できます。たとえば、ビルディング内の部屋またはフロアに応じて異なるポリシーを適

用できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

地理位置情報識別子を作成するために使用

するフィールドを指定するために、地理位

地理位置情報フィルタルールの作成（6
ページ）

Step 1

置情報フィルタを設定します。この機能

は、地理位置情報オブジェクトのサブセッ

トで、ポリシー決定を行うために使用され

ます。

地理位置情報フィルタの割り当て（7
ページ）

Step 2

デフォルトの地理位置情報フィルタエン

タープライズパラメータを設定して、クラ

デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

（8ページ）
Step 3

スタのデフォルトの地理位置情報フィルタ

を指定します。このパラメータは、地理位

置情報が関連付けられていないすべてのデ

バイスおよびデバイスプールのデフォルト

の地理位置情報フィルタ設定を決定しま

す。

地理位置情報フィルタルールの作成

論理パーティション分割の決定に使用できる地理位置情報フィルタを作成するには、この手順を

使用します。

論理パーティション分割の設定
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手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[システム（System）]> [地理位置情報フィルタ（Geolocation
Filter）]の順に選択します。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

Step 3 フィルタの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

Step 4 論理パーティション分割の決定に使用する項目に対応するチェックボックスをオンにします。

Step 5 [地理位置情報フィルタの設定（Geolocation Filter Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設
定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照

してください。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

Step 7 これらの手順を繰り返して、追加の地理位置情報フィルタを作成します。

地理位置情報フィルタの割り当て

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、次のいずれかのメニュー項目を選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
• [デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]
• [デバイス（Device）] > [ゲートウェイ（Gateway）]
• [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]

Step 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のデバイスまたはデバイスプールの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックし
ます。検索条件を入力し、結果のリストから既存のデバイスまたはデバイスプールを選択し

ます。

•新しいデバイスまたはデバイスプールを追加するには、[新規追加]をクリックします。デバ
イスについては、必要に応じてデバイスのタイプとプロトコルを選択し、[次へ（Next）]を
クリックします。

Step 3 地理位置情報フィルタドロップダウンリストから、設定した地理位置情報を選択します。

Step 4 [保存]をクリックします。

論理パーティション分割の設定
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デフォルトの地理位置情報フィルタの設定

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム] > [企業パラメータ]を選択します。

Step 2 [デフォルトの地理位置情報（Default Geolocation）]ドロップダウンリストから、設定した地理位
置情報を選択します。デフォルト値は、[未指定（Unspecified）]です。

Step 3 [保存]をクリックします。

Step 4 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

Step 5 （任意）特定のデバイスまたはデバイスプールでこのデフォルトをオーバーライドする必要があ

る場合は、[デバイス設定（Device Configuration）]または [デバイスプール設定（Device Pool
Configuration）]ウィンドウのいずれかに地理位置情報フィルタのデフォルト値を入力し、[保存
（Save）]をクリックします。

一連の論理パーティション分割ポリシーレコードの定義

地理位置情報中のコールを許可または拒否するための論理的なパーティショニングポリシーの

セットを定義します。地理位置情報間のコールの続行が許可される前に、システムはこれらのポ

リシーに基づいて指定された地理位置情報間でコールが許可されていることを確認します。

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [論理パーティションポリシーの設定（Logical Partitioning Policy
Configuration）]を選択します。

Step 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存の論理パーティションポリシーの設定を変更するには、[検索（Find）]をクリックしま
す。検索条件を入力し、結果のリストから既存の論理パーティションポリシーを選択しま

す。

•新しい論理パーティションポリシーを追加するには、[新規追加]をクリックします。

Step 3 [論理パーティションポリシーの設定（Logical Partitioning Policy Configuration）]ウィンドウの各
フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンライ

ンヘルプを参照してください。

ポリシーに設定値を指定せずに空欄のままにした場合、ブランクの地理位置情報ポリシー

になります。論理パーティション分割が空欄になっている特定のデバイスタイプに対し

て論理ポリシーを設定すると、Unified Communications Managerによって、設定されたデ
バイスタイプにポリシーの値（[許可（Allow）]または [拒否（Deny）]）が追加されま
す。

（注）

論理パーティション分割の設定
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Step 4 [保存]をクリックします。

ロケーション伝達の有効化

ロケーション伝達は、クラスタ間で地理位置情報を共有できるようにするためのオプションの設

定です。

手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）]> [トランク（Trunk）]を選択します。

Step 2 次のいずれかを実行します。

•既存のトランクを選択するには、[検索（Find）]をクリックします。
• [新規追加]をクリックして、新しいトランクを設定します。

Step 3 [トランクの設定]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細に
ついては、システムのオンラインヘルプを参照してください。

Step 4 [位置情報]領域で、地理位置情報と地理位置情報フィルターを選択します。

Step 5 場所の伝達を有効にするには、 [地理位置情報を送信する]チェックボックスをオンにします。

Step 6 [保存]をクリックします。

論理パーティション分割の連携動作
表 1 :論理パーティション分割の連携動作

データのやり取り機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられてい
ない場合。

アドホック会議、参

加、複数ライン同時通

話機能、不在転送、

コール転送

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、論
理パーティションポリシーチェックが無視される場合。

• C割り込み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリシー
チェックが存在せず、論理パーティション拒否シナリオを防止でき

ません。

割り込み、C割り込
み、およびリモート再

開

論理パーティション分割の設定
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データのやり取り機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、参加するデバイスに関連付け
られていない場合。

•デュアルモードの電話機を使用するとき、論理パーティション分割
サポートはありません。

Cisco Unified Mobility

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていな
いときに、処理が発生しない場合。

•参加しているすべてのデバイスが VoIP電話機であるときに、処理
が発生しない場合。

CTI処理

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•地理位置情報または地理位置情報フィルタが、CiscoExtensionMobility
にログインする VoIP電話機にも、発信側と着信側のデバイスにも
関連付けられない場合。

• Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機がコールする
か、または VoIP電話機からのコールを取得する場合。

エクステンションモビ

リティ

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機であるときに、処理が発生しない場
合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていな
いと、そのデバイスに対してポリシーチェックが実行されない場

合。

Meet-Me会議

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、処
理が発生しない場合。

•すべてのデバイスに位置情報と位置情報フィルタの両方を関連付け
る必要がある場合。デバイスに位置情報も位置情報フィルタも関連

付けられていない場合、処理は発生しません。

ルートリストおよびハ

ントパイロット
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データのやり取り機能

論理パーティション分割は、次の状況では行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機であるときに、処
理が発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていな
いときに、処理が発生しない場合。

共有回線

論理パーティション分割の制約事項
表 2 :論理パーティション分割の制約事項

説明制約事項

Barge/cBargeは発生しません。コールインスタンスが削除されます。

C割り込み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリシー
チェックが存在せず、論理パーティション拒否シナリオを防止できませ

ん。

割り込み/C割り込み

論理パーティションポリシーでは、BLFプレゼンス通知はチェックさ
れません。

BLFプレゼンス

Cisco Extension Mobilityが別の位置情報の電話機にログインする場合、
ローカルルートグループが設定されているときに、発信 PSTNコールが
発生する可能性があります。着信 PSTNコールは電話機に対して発信さ
れませんが、リオーダー音を受信します。

Cisco ExtensionMobility

システムは、Cisco UnifiedMeetingPlaceまたはCisco UnifiedMeetingPlace
Expressに関連するコールの論理パーティション機能をサポートしてい
ません。

Cisco Unified
MeetingPlace

会議チェーンで会議をまたぐ参加者に対して論理パーティションチェッ

クがサポートされない。

たとえば、ミートミーおよびアドホックの会議チェーンには、論理パー

ティション拒否の参加者が参加できます。

会議

Cisco Unified Communications Managerは、H.225ゲートキーパー制御の
トランク経由で位置情報を通知しない。

H.225ゲートキーパー
制御トランク

Cisco Unified Communications Managerは、塵位置情報を H.323または
MGCPゲートウェイに通知しない。

SIPトランクのチェックボックスに基づいて、SIPゲートウェイへの通
信を無効にすることができます。

323およびMGCPゲー
トウェイ
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説明制約事項

携帯電話でコールに応答すると、論理パーティション拒否処理が実行さ

れます。

コールが携帯電話に発信される前に、論理パーティションポリシーチェッ

クは発生しません（基本 SNRコールの場合には発生します）。システ
ムは、携帯電話がコールに応答した後、論理パーティション分割ポリ

シーを確認します。

モビリティ携帯電話

ピックアップ

Q.SIGプロトコルを使用したクラスタ間トランク (ICT)は、発信者また
は受信側デバイスの地理位置情報を通信することを許可されていませ

ん。Q.SIGトンネル化プロトコルが選択されたときには、「[地理位置情
報の送信]」の ICT設定が無効になります。

QSIGクラスタ間トラン
ク

IOS H.323ゲートウェイおよび SIPゲートウェイでは、コールの接続が
リリースされても、論理パーティションポリシーにより、リオーダー音

が発生しません。

リオーダー音

論理パーティションが制限されるシナリオでは、ある機能によって共有

回線コールが許可カテゴリに移動される場合でも、共有回線はコール期

間中にアクティブ通話情報をドロップします。

共有回線アクティブ

コール

この位置情報を受信する論理パーティション対応クラスタで実行される

論理パーティションポリシーチェックでは、ポリシーが拒否されると、

コールがキャンセルされることがあります。

User Agent Server;ユー
ザエージェントサーバ
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